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1.は じめ に

人との対話、テ レビ ・DVD・ 映画の視聴や車内放送など、我 々は、あ らゆる場面で音声言

語 を耳にしている。たとえ、それ らを聞いている最中に雑音が入 り、単語や文末が聞きとれな

かった状況下においても、話 されている場面、前後の語彙や文脈か らその部分 を推測 し、全体

の意味を把握 しようとする。それは、専門家の話や政治の討論会 などで、今 まで耳にしたこと

がない未知語 を聞いた時 も同様で、前後の語彙や文脈か ら、その語の意味 を推測する。また、

話 を聞 きなが ら、一旦予測 した意味を修正することもある。つ まり、モニターをしながら聞い

ているのである。意味がわか らなければ、誰かに質問をした り、聞きとった音 を即座に平仮名

や予測 した漢字でメモ し、辞書で調べたりすることもあるだろう。

人間の記憶には限界があるので、その場で聞いたことを長時間覚 えてお くことは不可能に近

い。 したがって、聞いた言葉や内容を忘れないように覚え書 きとしてメモを残す。例えば、講

演などを聞 く場合には、次々に耳に入って くる情報をすべて轡 き留めてお くのでなく、目的に

応 じて取捨選択 し、不必要な情報は聞き流 したり、次の情報や話の流れを予測 した りしなが ら

聞いている。 したがって、そのメモには、話を構成する上で不可欠なキーワー ドが書 き留め ら

れ、それ らを総合的に見ることで、話全体の流れや、時には話 し手の意図も読み取れるもので

ある必要がある。そのため、情報の取捨選択や全体 を把握 しなが らメモがとれることは、日本

語母語話者だけでな く、学習者の聴解における有効な方策でもある。横山(2008P.13)は 、

「聴解 とは、言語知識 を活用 し、また文脈 ・場面や背景知識を手がか りに して、音声か ら意味

を構築する過程」 と定義 している。 したがって、聴解の過程で方策が有効に使えることは、 日
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本語学習者にとっても有益なことである。

筆者 らは龍谷大学留学生別科 において、聴解の授業 を担 当した。受講生の日本語学習者にと

って、大学の講義、 日常的に耳にする日本人母語話者の会話、テレビなどには専門用語や未知

語が多 く含まれている。その上、複合語や句、節、文の切れ 目の判断や専門用語、外来語の聞

きとりが難 しい。その状況のなかで、重要な語をメモした り、講義の要約をした りす る力が必

要とされる。そこで、本稿では、彼 らにとって未知語が含 まれるニュース教材 を選び、場面や

背景知識、文脈から内容 を理解する際の学習者のメモに注目し、その分析 と考察を行 うものと

する。 また、その結果から、学習者が効果的なメモが とれるようになるために、聴解の授業に

おいて どのような学習指導 を行えばよいのかを考える。

皿.先 行研究 と本研究の目的

ここでは、 日本語学習者への聴解に関する指導法、学習者の聴解ス トラテジー、及びメモに

関する先行研究について述べる。

まず、指導法に関する先行研究として、効果的な方法を扱った遠藤(1987)は 、非 日本語母

語話者で 日本の大学1年 生 に、テ レビニュースの中の特集 を取 り上げた ビデオ教材を視聴 さ

せ、学習者がニュースを見て、自分でノー トが取れるようになるように、教材 を仕上 げてい く

タスクを与えている。 しか し、これ らのタスクは、大学の講義や演習の聞 きとりが行えるよう

にするのが目的であるが、最初に語彙を提示するというボ トムア ップの授業形式で、話の先を

予測する力やニュースの中に出てくる未知語 を推測する訓練 になっているとは言い難い。ま

た、指導法によって、学習者の理解度がどのように進んでいるのかの過程については触れてい

ない。

宮城(1998)は 、初級段階で音声を正確に聞 きとる 「耳」を作 り、音声言語 としての 日本語

の特徴を理解 し、習得 した知識を応用 して聞 きとる情報処理能力とス トラテジーを適切に使 う

力を養 うことが大切だとし、ス トラテジーの訓練の必要性について言及 している。 日本語学習

者が聞きとりの際に使用するス トラテジーについて水 田(1996)は 、 日本語母語話者 と中国人

日本語学習者に日本人向けの講演テープを編集 したものを聞かせ、聞きと り過程で生 じた問題

処理のス トラテジー と問題処理に使われたス トラテジーの連鎖について分析 している。それに

よると、問題が生 じた時に、学習者には自己モニターや聞き流 しというス トラテジーが使 われ

に くいとしている。 また、サ(2001)は 、中国の大学で日本語 を学ぶ日本語学習者が教室の内

外で どのような聴解ス トラテジーを使用 しているのかについて、質問紙調査を行 っている。そ

の結果、教室内での聴解に関しては補償ス トラテジー、認知ス トラテジー、メタ認知ス トラテ

ジーが上位を占めていた。 また、ス トラテジーと聴解力 との関係については、認知ス トラテジ

ーや補償ス トラテジーを使用する学生は聴解の成績がよく、この2つ のス トラテジーには相関

関係があるとしている。 しか し、歩 自身 も指摘 しているように、データの妥当性 と信頼性の問

題があ り、学生への質問紙だけの判断では不十分ではないかと思われる。

播岡(2010)は 学習者が音声のみのテ レビニュースを聞いて とったメモを観察 し、1.誤 聴

傾向、2.ニ ュースの リー ド文の有無と情報量の関係、3.処 理能力の問題 による誤答、4.

テキス トの難易度、5.ス クリプ トの扱いの5項 目の分析 を行っている。 しか し、学習者が書

いたメモの特徴は考察 されているが、学習者がどのようにメモをとっているのかというス トラ
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テジーについての分析や、 タスクシー トの問題の正答率とメモとの関係は明 らかにされていな

い。 また、タスクシー ト問題の正答率の高い学習者 と低い学習者のメモの違い も明らかにされ

ていない。

山崎(2007)は 、聴解作文の授業にあた り、語彙 リス トの配布 とともにメモの指導を行った

ところ、「全員がほぼ要点 を捉 えたノー トをとることができるようになった。」 と報告 してい

る。

これ らの先行研究を踏まえ、本稿では日本語学習者のメモにおける誤用分析のみでなく、ニ

ュースの聞きとり後に行った質問内容の成績が良い学生と得点に結びついていない学生 とのメ

モの相違点やメモか ら観察できる学習者のス トラテジーについて も論 じ考察 したことを聴解の

授業で活用する方法を提示する。

皿.聴 解の授業の実際と分析対象のメモ

1.学 習者 と授業内容

筆者 らが担当した、2010年 度後期の5ク ラス聴解の授業では、各活動を通 して受講生が総合

的な聴解力を伸ばすこと、及び発表などのアカデミックなひとまとまりの話を聞き、概要が理

解できるようになることを目標 とした。クラスには、私費による大学及び大学院入学を目標と

して学習する別科生 と交換留学生が混在 していたため、授業では、ニュースの聞 きとり、ディ

クテーション、シャ ドーイ ング、日本語能力試験 や日本留学試験の問題解答、発表の聞 きと

り、映画や ドラマの視聴等を行い、様々な教材を扱った。各活動では、語彙 ・表現の拡大 を目

指す一方で、与えられた情報か ら必要な情報 を聞 きとる練習、実用的な短い会話を細部 まで正

確に聞きとる練習、会話の聞きとりと再生を行う練習、大学での研究活動に関わる難解な語彙

を含む談話の内容理解の確認、ナチュラルスピー ドの口語表現特有の表現を含む発話の聞きと

り練習等を行った。

受講生は27名 で、授業の初 日に実施 した聴解テス トの結果により、 レベル別にクラスを① と

②の2つ に分けた。学習者の日本語の水準は、主に日本語能力試験1～2級 レベルで、① クラ

スの学生の国籍は中国10名 、アメリカ1名 、オース トラリア1名 、シンガポール1名 、韓国1

名、台湾1名 、タイ2名の17名 、② クラスは中国6名 、 ドイツ1名 、シンガポール1名 、デン

マー ク1名 、ウクライナ1名 の10名 である。 日本語の習熟度は、全体的に①クラスのほうが高

いo

メモをとる練習は、「聴解 ・発表ワークブック』の 「メモをとる練習」(PR2・8)を 参考に教

材を作成 した。そ して、初回と2回 目の授業で練習と解説を合計40分 ほどを行 った。教材 は、

「重要な言葉を中心に短 く」「変化、疑問、継続、希望などを表す文で、後ろに続 く言葉が予測

可能な場合はその言葉を轡かない」「形容詞や動詞 などを漢字や熟語で表す」「記号 ・略語」等

の項 目を含む内容のものであった。

2.分 析対 象 と した メモ

今回、メモをとるための練習に用いた 『ニュースで学ぶ日本語パー トH」 は、中級以上の日
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本語学習者 を対象に したニュース教材で、学習者が音声情報の取捨選択 をし、必要 な情報を正

確に捉えられるようになることを目的 としている。扱われているニュースは全体で50あ り、 自

然、事故事件、教育関係、生活、社会、社会経済、政治、医学、スポーツなど多岐に渡ってい

る。課を追うごとに、未習語にとらわれずその意味を推測する力、ニュース独特の表現や情報

の並べ方のパターンに慣れ、ニュースで よく耳にする語や表現を増やすだけでなく、 日本の社

会に関する知識を増や し、日本語学習者にとって難 しい複合語などの分節化が可能になるよう

構成されている。

50種類のニュースの中か ら、学生が身近に感 じ、興味を持つと推測 される10の ニュースを抜

粋 し、テキス トをもとに加工 したプリン トを作成 し授業で使用 した。(参 考資料1)

学習の流れは、 トピックを導入 してスキーマを活性化させた後、学習者がテープを聞きなが

らメモをとり、そのメモをもとに内容に関する質問に解答 し、再度テープを聞 き要約を行った

後で、ニュースに出現 した語彙のディクテーションを行うというものであった。本研究では、

その中で、学習者がテープを聞きながらとったメモを主な分析対象 とする。

表1は 、ニュース内容と各 クラスのメモの タスクシー ト数をまとめたもので、学習者が今回

分析の対象 とする3つ のニュースを聞いた 日、各ニュースの内容、2つ のクラスで回収 したメ

モのタスクシー ト数を示 している。ニュースの前の番号は、「ニュースで学ぶ 日本語パー ト川

で記 されたニュースの番号である。

表1ニ ュース内容 と各クラスのメモのタスクシー ト数

実施日

11.17

11.24

12.1

ニ ユ ー ス

24「 大学生の生活費」

33「 社宅」

36「 派遣社員」

① クラス

12

17

14

② クラス

8

10

10

本研究の分析 は、以上の2つ のクラスの合計71枚 のタスクシー トを用いて行った。

】v.考 察

本章では、皿で述べた3つ のニュースのメモを分析する。

まず、具体的な分析の前 に、メモをとった後で解答する、ニュースの内容質問の解答におけ

る2ク ラス間の得点差について触れる。 グラフ1は 、①② クラスの得点(平 均点)の 比較で、

グラフ2は その標準偏差である。
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グラフ1の2つ のクラスの平均点の差は、ニュース33と36で10点 である。そ して、グラフ2

の標準偏差では、② クラスは回数を追うごとに学習者間の得点のば らつきが小さくなってきて

いる。3つ のニュースを扱 った期間は2週 間なので、その間に習熟度が低い学習者の聴解力が

急速に向上 した とは単純 には言えない。このクラスの授業参加者が、 とったメモの内容を解答

に活かすことに慣れて きた結果、彼 らの内容質問の得点の高低差が縮小 されたのではないだろ

うか。

1.メ モにおける出現単語数

表2は 、メモにおける出現単語数の平均、つまり、各ニュースの1人 あたりのメモに現れた

単語数(少 数点第2位 四捨五入)を クラス別に示 したものである。数え方は、メモに記入 され

た各語及び記号を1つ1語 とカウントした。ただ し、「人」、「円」、「%」 等の数字の後 に続 く

単位を表す語 は、単独では意味 をなさないか異なる意味を表すため、前 に位置する数字 と合わ

せて1語 とした。たとえば、「28」は1語 、「28%」 も1語 と数 えた。

表 を見ると、どのニュースにおいて も① クラスの方がメモ した単語数が多い ことがわかる。

聞きとりの力がある学習者が必ず しもメモの量が多い とは限らず、また、メモでの単語数が多

いか らといって必ず しも内容質問の解答の得点が高い とはいえないが、① クラスと② クラスは

能力別のクラスであることか ら、学習者の聴解力とメモの量は全 く無関係 とは言えないのでは

ないだろうか。

表2メ モにおける出現単語数(平 均〉

ニ ユ ー ス

N24

N33

N36

① クラス

165語

1a4語

162語

②クラス

12.6語

9.7語

11.4語

2.メ モの誤用分析

播岡(前 掲)は 、メモに現れた表記の誤 りを 「誤聴傾向」 と呼んでいるが、厳密 にい うと、

この誤用は聞 きとりのみでな く、メモをとる段階での誤 りも含むことが推測で きるので、本研

究ではニュースの内容 と一致 しないメモの内容を 「誤用」 と呼ぶことにする。
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誤用分析 にあた り、まず、播岡(前 掲)の 分類を参考に誤用を下記の とお り3つ に分けた。

(1)音 素 ・音変化によるもの

(2)意 味のす りかえによるもの

(3)処 理能力の問題によるもの

上記の3つ の誤用は、今回のメモからも抽出され、他に、数字 自体 の誤用 も見られた。以下

に、それ らの誤用の例を挙げなが ら論 じる。なお、データの内容を示す例のNは ニュースの種

類を、① と②はクラスを、Sは 学習者、それに続 く数字は学生番号 を表す。

(1)音 素 ・音変化によるもの

誤用全体の中で、この音素 ・音変化によるものが最 も多 く見 られた。それをさらに以下の4

つに下位分類 した。()内 は正 しい表記である。

i.清 音 と濁音 ・判濁音の取 り違え

今回のメモでは、この誤用は、中国 とタイの学習者に見られた。誤用の要因は、母語の音韻

体系 とも関連がある可能性が高い。

例N24①Slパ イ ト(バ イ ト)、N24①S3こ ら く(こ ら く)、N36①S6た ん せ い(だ ん

せ い)

五.特 殊音節の脱落 ・不要な音の追加

この誤用では、長音及び促音の脱落、擾音の追加が見られた。最 も多かったのは長音の脱落

で、中国及び韓国の学習者のメモで観察された。今回のデー タには他の国籍の学習者のメモに

は現れなかったが、一般的に広 く見 られる誤用である。これ らは、初級の学習項 目として、 し

ばしば取 り上げ られるが、中上級の学習者でもなかなか習得が進まないことが確認 された。

例N36①S6だ んせ(だ んせい)、N36②S10よ ぼう(よ うぼ う)

次の例では、語頭の 「だ」 と 「た」を取 り違える濁音の誤用 も含 まれているが、後続する促

音 も脱落している。

例N36②SlO出 している(た っしている)

次の例には、不要な擾音が追加 されている。学習者が 「学費」 という単語の意味が即時に捉

えられず、認識 したとお りの音声 を綴ったものであろう。

例N24①S9が くひん(が くひ)

血.音 素の取 り違え

今回のメモより観察 されたのは、「し」と 「ち」の子音、shとchの 音素の取 り違 えだが、 タ

イ語を母語 とする同一人物か ら2つ 見 られたことか ら、タイ人学習者の母語の干渉ではないか

一8一 龍谷大学国際センター研究年報(2011)第20号



と思われる。

例N33①S6や しん(や ちん)、 しんたい(ち んたい)

iv.そ の他

次の語は、i～ 血以外の、不要な音素や音節の追加、及び取 り違えの誤用である。最後の2

例は、それぞれ長音の追加、長音 の追加と脱落の誤用 も含んでいる。これ らは、轡いた人が未

知語 として認識 し音 を聞きとったまま記 したのか、捉えた音を誤って表記 した語なのか定かで

はない。

例N33①S10も ち い れ(も ちい え)、N33①S5か い しゃい ん ぎ(か い しゃいん)、

N33①S10に ゅ う じゅう りつ(に ゅうき ょりつ)、N33①Sl7き ょ うゆ(し ょゆ う)

(2)意 味のすりかえによるもの

次の例であげるものは、正 しくは 「交際費」だが、メモ には 「交通費」 とある。 このよう

に、発音が類似 している単語を他の語 と誤って認識する誤用が幾つか観察された。す りかえら

れた語がキーワー ドや内容質問に関係 しているかどうかでその重要性 は異なるが、1語 の意味

の取 り違えが文全体、あるいは談話全体の意味の把握に影響 を及ぼすこともある。

例N24①S7交 通費(交 際費)

(3)処 理能力の問題によるもの

例のメモにある 「住宅 ローン増」は、「住宅ローンの金利の安 さな ど」か ら 「持ち家の希望

者が増えていますが」の うち、聞きとれた、あるいは、書 きとれた単語を結合 させた結果、文

全体の意味が変わって しまっている。音声を聞 きとってメモを記す間の過程では、短時間の問

に音声処理 と意味処理が行われるが、その際に情報の関係性がうまく処理 されずにこのような

誤用に結び付いたのではないだろうか。

例N33②S5住 宅ローン増

上記の3つ の誤用の他 に、数字について、(2)意 味のす りかえや(3)処 理能力の問題に

関わる ものを除いた数字 自体の誤用 として、正解 と全 く異なる数を記入す る、端数 を省略す

る、桁違いの数を記録する等の誤 りが見 られた。正解 と異なる数をメモ した学習者は① クラス

に多かったが、元々② クラスはメモの量全体が少なく、さらに数字 自体の記入が① と比較 して

少 なかった。彼 らが大きな桁の数字を聞きとれなかったのか、時間的にメモをとる余裕がなか

ったのか、次々と流れて くる音声 を処理するために、メモ より聞 くことに集中 したのかはわか

らないが、両 クラスの学習者にとって桁が大きい数字の書 きとりは難解なものであることがわ

か る。

以上、今回のメモにおける誤用 には、音素 ・音変化によるものが最も多 く、その他に、意味
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のす りかえによるもの、処理能力の問題によるもの、数字に関するものがあることがわかった。

3.メ モ にお け るキー ワー ドの カバ ー率

個々の学習者のメモ内容には相違点が見 られるが、ニュースの中のキーワー ドが聞きとれ

て、それがメモとして残っているか否かは内容質問の正答率を大 きく左右す る。ここでは、ク

ラス①の中で成績が伸びた①S1と 、メモの量はあるのに成績が伸びない①S3を 比較 し、それぞ

れの学習者のメモは、キーワー ドとして記載 される必要のある語 をどの程度含んでいるのか、

そ して、それはクラス全体の中での成績の伸びとどのように関係 しているのかを考察する。こ

こでのキーワー ドは、それぞれのニュースの中で重要 となる語、及びメモをとった後の内容質

問に解答するために必要な言葉とする。なお、成績 は素点ではな く、効率のよい メモ と成績の

伸びとの関連性 を示すため、クラスの中での位置を示す偏差値を用いた。

グラフ3は ①Slの メモの中のキーワー ドのカバー率の割合 と偏差値の推移 を表 している。こ

のグラフか ら、メモの中のキーワー ドが含 まれる割合が大きくなれば、それに伴いクラスの中

での成績も上がっていることがわかる。

まず、①S1が それぞれのニュースを聞いた際にとったメモの変化(参 考資料2)を 観察す

る。1回 目、N24の メモでは、カタカナ表記や音の取 り違えに よる誤用がみ られ、音 を正 しく

聞 きとる力が不足 していることが伺える。また、キーワー ドのうち、メモにあるのは1つ のみ

で40%し か書 きとられていない。ニュースの内容把握に関する正誤問題 も不正解であったこと

か ら、ニュースの中の必要な情報の聞きとりだけでな く、話の全体をつかむ力 も劣っているこ

とがわかる。偏差値は35で 、クラスの中でも下位の成績である。

2回 目のN33で は、メモのとり方に工夫が見 られ、それぞれの数字の相互関係 を示 した系統

立てられたメモが観察 される。 しか し、キーワー ドとなる数字の記録はほとんどなく、キーワ

ー ドとなる語も前回のN24と 大差なく39%し か記録 されてお らず、偏差値 も35で ある。

3回 目のN36に もN33の メモに見られたような数字や語の轡 き方 に工夫がみ られ、さらに記

号を使って語と語 との閲係性を表 している。ここでは、83%の キーワー ドが観察され、ニュー

スの内容把握に関する正誤問題は全問正解だった。偏差値は58で 、クラス全体の平均 よりやや

上の成績である。以上の結果から、①S1は 質問の正答に結びつ くキーワー ドの聞きとりだけで

な く、話の全体をつかむ力 も備わってきたため、成績が伸びたのではないか と推測される。キ

ーワー ドが書き留め られるということと、内容把握ができるというこ とは、独 立 したものでは

ない。情報の取捨選択がで きるということは、情報 をよ り分けなが ら聞けるとい うことであ

る。特にニュースには要約 となる リー ド部分あり、そこで要点が述べ られるという形式をとる

ものが多 く、そのパター ンに慣れてきた ということも考えられる。
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グラフ3①S1の メモの中のキーワー ドカバー率 と偏差値の推移
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グラフ4①S3の メモにおけるキーワー ドカバー率 と偏差値の推移

続いて、メモ として、ある程度記録されているのに成績が伸び悩んでいる①S3の メモについ

て述べ る。

グラフ4は 、①S3の メモのキーワー ドカバー率 と偏差値の推移を表 している。①S1と 同様、

それぞれのニュースについてのメモに見 られた特徴 を分析 し考察する。

1回 目のN24で は、数字の聞 きとりができていない。メモに残 っているキーワー ドは必要 と

されるものの46%が あ り、偏差値 は35で クラスでは下位層に属 している。 しかし、要点の一つ

である大学生の生活費が減った要因は書き留められている。

2回 目のN33で は、数字は聞きとれているが、数字と数字の関連性は理解できず、ただ聞 き

とれた数字を羅列 しているだけとい う印象を受ける。キーワー ドカバー率は71%、 偏差値は50

である。キー ワー ドとなる語が71%書 き留め られているにも関わらず偏差値が50と いうのは、

N33は クラスで全体的によくできてお り、素点のクラス平均が80だ ったことによる。

3回 目のN36で は、N33の メモ と同様、数字は記述 されているが、それぞれの関係性 は記録

されていない。メモにおいてキーワー ドが含 まれる割合は50%で ある。この①S3の 例か らも、

キーワー ドが書 きとられている割合が高ければ、内容質問に答えられる確率 も高 くなり、その

結果、得点 も高 くなると考えられる。 しか し、この例では、3回 ともニュースの全容を問う正

誤問題 には不正解である。数字は聞きとれるが、その関係性 を聞 きとることができず、ニュー

スの全容をつかむ力 も劣っていると推察される。

本章の1.メ モにおける出現単語数のところで述べたように、メモの量 と理解度はある程度

比例するが、キーワー ドとして必要な語がどれだけメモに含 まれているか、つま りメモの質が

大きく関係 していることがわかる。耳に入ったものを、ただ書きとるのではなく情報を選別 し

て、必要なものだけをメモとして残すことができるかが、聴解力の差として現れて くるのでは

ないだろうか。

4.メ モで観察 され たス トラテ ジー

オックスフォー ド(1994)で は、「メモをとる」ことは 「認知ス トラテジー」の一種 とされ

ている。サ(前 掲)は 、中国在住の大学生 を対象に、聴解ス トラテジー使用の意識及びそのス

トラテジーの使用 と聴解力の関係について調査 を行い、「聞きとれたもの をメモする」 という

認知ス トラテジーの使用頻度が全体で3番 目に高かったと報告 している。 このことか ら、メモ

をとることが、聴解の重要な方策であると学習者にも意識 されていることがわかる。河内山

(1999)で も、「聞き手が聴解ス トラテジーを意識 しながら聴 く方が、そうでない場合よりも高
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い聴解効果 をあげ」、「学力の高い学習者ほど、その傾向が強い」という。

本節では、以上の先行研究を踏まえて、聴解ス トラテジーのうち、メモをとる際に用いる具

体的なス トラテジーに焦点をあてて論 じることにする。今回収集 したメモには主に6つ のス ト

ラテジーが観察された。以下に例を挙げなが らそれらのス トラテジーを紹介する。

(1)語 の省略、記号や平仮名の使用

メモには、「光熱費」 を 「光」(N24①Sl、N24②S10)、 「減少」を 「減」(N24①S5他)等 の

ように、語の一部 を意味が通 じる程度に省略 して、メモをとる時間を短 くし労力を最小限に押

さえ、順次流れてくる言葉を捉える準備を行おうとする目的で用い られるス トラテジーが多 く

見 られ た。また、「上昇」や 「増加」を ↑(N24①S2他)で 、「加 える」 を 「+」(N33②S9)

で表す等の記号の使用 も同様である。今回、メモにこれらの方策が見 られたのは、学期の始め

の授業で記号や略語 を用いてメモをとる練習を行った成果で もあるのだろうか。

さらに、「授業料」を 「じゅぎょうりょう」(N24①S5)と する等、画数の多い漢字 を避け、

あえて平仮名で記入するのもこのス トラテジーの1種 である。

(2)情 報の一部の母語への変換

オ ックスフォー ド(前 掲R48)で は、学習言語を 「母語に変換する」 ことを補償ス トラテ

ジーの1つ として位置づけている。補償ス トラテジーは、「学習者が外国語 を理解 した り、発

話 した りする際に、足 りない知識を補 うために使うもの」で、「特 に、語彙不足 を補 う意図を

持っている。」 とい う。また、「上級学習者やネイティブ ・ス ピーカーが時々理解するのに推測

を使 うように、話 した り書いた りする上で一時的にその能力を発揮できな くなったとき」に、

この補償ス トラテジーが使われると説明 している。

今回のメモには、中国人日本語学習者のメモに中国語が、 タイ人学習者のメモにはタイ語 ら

しい文字が見 られた。補償ス トラテジーの概念を適用すると、彼 らはメモをとる際に、それま

で 日本語で綴っていた語 を、力不足か ら、一時的に母語での轡 きとりに切 り替えたとい うこと

になる。

また、 このス トラテジーは、聞きとった単語を、文字数や画数が少ない中国語の漢字に置 き

換 えることにより時閥を短縮するという目的で使用されたとも考えられないだろうか。実際、

筆者が、他のニュースのメモの中で1語 のみ母語で記 した学習者に理由を聞いたところ、「日

本語の単語も知っているが中国語の漢字のほうが画数が少ないので短時間で簡単にメモできる

か ら用いた」と答えている。

さらに、後でメモを見直す際に、意味を明確にするために、受けとった情報を頭の中で母語

に置 き換え確認 した後、日本語に変換せず にそのまま記録 した可能性 もある。以上の ように、

学習者が聞きとった情報の一部の母語への変換の記録については、 目的が複数存在すると考え

られる。

(3)未 知願の雷 きとり

今回のメモから、たとえ聞きとった直後に、音の塊の意味が理解できなくて も、耳に入って

きた音をとりあえずメモす るという方策が学習者によって とられたことがわかった。例えば、

「数分の一」をメモ した と思われる、「すぶい」(N33②S4)、 他に意味不明の 「じょうかいも表

一12一 龍谷大学国際センター研究年報(2011)第20号



屋」(N33①S10)、 「にね うぼ うさ」(N33①S17)等 があった。 これは、彼 らが聞 きとった際

に、その場で意味処理ができな くても、後で全体 を見直 し未知語の意味 を推測 したり、後の内

容質問への解答に備 えたりする目的で とられたス トラテジー と言 えそ うだ。

(4)表 現の置 き換え

このス トラテジーは、やや長めの、あるいは難解な表現 を、短 く、 または易 しく言い換える

ことにより、記録する時間を短縮 した り後に行 う意味処理 を行いやす くした りするためにとら

れた手段だと考 えられる。た とえば、「生活費を切 り詰める」を 「節約 しなきゃ」(N24②S3)、

「持 ち家の希望者が増 えてい ます」を 「自分の家を持 ちたい増」(N24②S5)等 、聞 きとった内

容で用い られた表現をそのまま記すのではなく、自分が慣れている表現に置 き換えるものが 目

立った。

(5)情 報の先取り

N36②S8の メモには、正 しくは 「20代が37%、4、50代 が28%」 を、「2030代37%、4、50代 が

」 と記されている。本人は、ニュースの流れから 「20代、30代 」と続 くものだと予測 し、先

に30と メモ したものの、実際はそうではなかったため、「30」を消去 したのではないだろうか。

予測を行いなが ら聞 くというのは、聴解力がある学習者が しばしば選択すると思われる手段だ

が、次の語 を先にメモしておこうとする積極的な姿勢が伺える。あるいは、後続する37%の 十

の位が聞こえてきて、それを先に綴ったが、前後の数字の単位が異なると認識 し途中で消去 し

た可能性 も考えられる。

さらに、メモの最後の 「 」の部分は、水田(前 掲p.54)が 用いている、「重要だ と思っ

た り未知あるいは不明確 な語句や文を、記憶 にとどめて後続テキス トを聞き続ける」 とい う

「保留」に似ている。以上のように、 このメモ内容から複数のス トラテジーの使用が観察され

た。

(6)自 己モニ ター

オックスフォー ド(前 掲PPll5・116)で は、「エラーをモニ ターする」「自己モニ ター」を

一種のメタ認知ス トラテジーとしている。そ して、メタ認知ス トラテジーについて、「学習者

が自己の学習過程 を調整する方法を提供して くれる活動である」 と説明している。このス トラ

テジーの使用は学習者にはあ まり見 られないそうで、水田(前 掲)で も、問題が起こったこと

を認識す る 「問題特定」か ら 「自己モニター」と続 く連鎖は、学習者 にとって 「使いにくい」

ス トラテジーであると記 されている。今回分析 したメモにも1件 しか見られなかった。そ もそ

も、学習者がこの方策を用いているかどうか ということは、認識 されに くいのではないだろう

か。

(5)で 例を挙げた学習者 は、自分が書いた語を見直 して誤 りに気付 き、す ぐに自ら訂正 を

行っている。自身が産出 した言葉や表現が正 しいか どうかを客観的に見直す機会を持つこと

は、 目標言語の習熟度を高める有効な方策である。そ うでなければ、アウ トプ ットの正誤を意

識 しないために誤用が定着 し、長期に渡れば化石化 してしまう恐れがあるか らである。聴解は

読解や作文 とは異な り、情報を音声で与えられた後、学習者が反応するまでの時間に制限があ

るため、限られた時間内に聞 きとった内容の記録を残す ことで精一杯の学習者に とって、短時
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間でのモニターは容易ではない。しか し、このようなス トラテジー も学習言語の習得を効率的

に進める方策の1つ だと学習者に提示 し、その練習の機会を与 えることも大切である。

以上、メモに表れたス トラテジーの観察により、学習者が様々な方策をとりなが ら記録をと

っていることがわかった。今回は6つ のス トラテジーが見 られたが、メモのデータ数が さらに

増えれば、その分抽出で きるス トラテジーもさらに増 えると思われる。

5.ま とめ

本稿では、日本語学習者のニュースにおけるメモ分析か ら、以下の3点 が明らかになった。

まず、誤用に関 しては、播岡(前 掲)に よる先行研究 と同様3種 類が観察 され、その中で も今

回対象としたメモには音素や音変化によるものが一番多 く出現 していた。その他、ニュースに

出現 した数字に関する誤用も見 られた。これらは、聴解力の低い学生のメモに多かったが、聴

解力が高いからと言 って誤用が全 くないとも言えなかった。

次に聴解力とメモの量はやや比例 し、特に香きとったメモの中のキーワー ドの割合が、大 き

く関与 していることがわかった。

最後にメモをとる上で学習者が使用するス トラテジーを調べた結果、①語の省略、記号や平

仮名の使用 ②情報の一部の母語への変換 ③未知語の書 きとり ④表現の置 き換 え ⑤情報

の先取 り ⑥ 自己モニターが観察され、学習者は音声 を聞 きとる際に複数の方策 を用いている

ことが明 らかになった。

V.お わ りに

1.聴 解の授業への活用

本章では、IVで 述べたメモの分析 と考察から、学習者が効果的に聴解力をつけるための授業

への活用を考える。

(1)要 点をつかむ練習を行 う。

音声を聞きなが らメモをとる際に、情報 として捉えた内容の全てをメモするわけにはいかな

いので、記録する語とそうでない語の判断が必要になって くる。水 田(前 掲)は 、「自己モニ

ター」と並んで 「聞き流 し」 も学習者には見 られず、使いにくいス トラテジーであると言及 し

ている。聞き手が談話の中で何に注目し、何 を重要度が低 いと決定 し聞き流すのか、その取捨

選択の際には様々な判断の根拠がある。例えば、 トピックが提示 されることが多い始めの部分

や頻繁に出現する語、それか ら、「すなわち」「つまり」等の言い換えを表す接続詞等に注意す

る等、工夫 しなが ら情報を振 り分ける練習が必要である。

今回、質問への解答で正答に結び付いていない学習者のメモを見て、1度 に1つ の トピック

全ての内容 を聞 くのではな く、少しずつ情報を整理 し確認 しながら要点をつかむ練習を行 う必

要性 を感 じた。実際には、た とえば、前述 した工夫をしなが ら要点を捉 えるよう指示 し、教師

が談話を聞かせ、途中で音声を止め、学習者が要点を絞 りこめているかどうかを確認 した り部
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分的に要旨をまとめてもらった りする練習が可能である。また、その根拠 も共有するといいだ

ろうし、その後 自身で導いた解答が正 しいか どうかを振 り返る時間を設けるの もいいだろう。

(2)学 習者が不得意な音を含む語を正確に聞きとる練習を行 う。

今回、特殊音節や濁音を正確に聞 きとるのが苦手な学習者が複数見 られたことから、聞きと

る段階での誤った音の受容 を減少させるための訓練 として、特殊音節や濁音 を含むやや高度な

語を書 きとらせたり、それらの語 をキーワー ドとして含む談話 を聞かせた りする練習を行う方

法 もある。学習が進めば進むほど軽視 されそうな、単語 レベルでの聞きとりに重点をおいた練

習だが、上級になってもこの訓練は続けるべきである。1と 同様に、聞 きとりの後、解答を確

認する前に自分で正 しいか どうかを判断させることも練習になる。

(3)先 を予測 しながら聞 く。

音声 を途中で止め、学習者にその先の展開を想像 させたりその後の話の流れの可能性を考え

させた りすると、ニュースの続 きが予測でき、その結果、聞 く側の柔軟な音声の受容環境が整

い、後続する内容の円滑な理解 につながると考え られる。また、話の全容が捉 えやすいため、

必要な語彙の取捨選択 も行いやすいのではないだろうか。

(4)短 時間でわかりやすいメモをとる技術を身につける。

聴解 と並行 して記録する作業を行うには、メモを素早 くとる必要がある。その手段 として、

自分が決めた省略語 を用いた り、漢字がわからない場合は平仮名や 自分がわかる言葉でメモ し

た り、語と語や内容 を関係づける記号を用いたりすることを学習者に示す と、メモをとる技術

が伝わる。今回の学習者のメモでは、省略語や記号が観察 されたが、それらの種類は限 られて

いた。一度、教師が様 々な例を示すと、使用 されるバリエーションが広が る可能性がある。山

崎(前 掲)で は、授業で同様の単語単位のメモとりの練習を行った後で、音声を聞かずに、1

文を読んでメモ書 きする練習を行っている。これは、聴解か ら切 り離 して素材を記録に置 き換

えることに重 きを置いた訓練である。学習者が内容は聞きとれるが、メモ として上手に記録 を

残せない場合は、このような技能に絞った練習 も効果がありそうだ。

(5)自 己モニターを行 う訓練の場を提供する。

横山(前 掲)は 、「rモニター』は、ほかのス トラテジーをコン トロールす る最 も重要なス ト

ラテジー」であると述べている。(1)(2)で もこのス トラテジーに触れたが、自分が聞きと

った内容 は正 しいか、メモに誤用がないか等、自身でモニターを行う機会を時々与えると、学

習者もこのス トラテジーを意識す るようにな り、 目標言語の習得が進むことが期待 される。

以上の(1)～(5)以 外にも、ただ漫然 と音声 を聞くのではな く、目的に合わせて様々な

ス トラテジーを使い分けて聴解の練習を行 うことや、既存の知識 を活か して語 と語の関係を考

え論理的に話の展開が捉え られるようにす る練習 も可能だろう。 さらに、少人数のクラスな

ら、学習者がどの段階で蹟いて問題の正答に結び付 いていないのかを分析 し、必要に応 じて個

別指導を行 うの も有効だと思われる。聴解の授業において メモをとる練習 と一言で言 っても、

様々な方法がある。まずは、教師が改めてメモをとるための教材を検討 し、効果的な聴解授業
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の在 り方について考えることが必要だろう。

2.今 後の課題

最後に今後の課題について触れる。

本研究では学習者が とったメモ分析 を行ったが、データの数に限 りがある。IVの 考察の とこ

ろでも述べたが、メモのサンプル数が多ければ、誤用や学習者が使用するス トラテジーに関し

て、より詳細 な分析 と考察ができるだろう。

今後、長期的に学習者のメモを採集 し、メモの出現数、その中に見 られる誤用やメモの中に

含 まれるキーワー ドの現れ方、ス トラテジーについて縦断的に観察することで、学習者の習得

過程での変化 も分析で きるのではないか と考える。また、聴解の結果 としてのメモだけでな

く、学習者が記録 として書き留めるまでの過程も調査する必要がある。

コンピュータの普及とインターネットの整備により、近年、海外にいながら言語学習がで き

る環境が充実 してきた。 しかし、 日本で生活 し、常に日本語に触れる環境にある日本語学習者

は、海外で学ぶ学習者よりも、インプッ トの量ははるかに多いだろう。その聞 きとった情報を

選別 し、たとえ未知語があっても既習の知識 とス トラテジーを用いて推測 し、先の内容を予測

することができるというのが、横山(前 掲)の 意味する 「聞ける耳」である。その 「耳」 を養

うことは学習者の聴解力の向上のみならず、総合的な日本語学習の促進にも寄与するのではな

いだろうか。
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(イ,)人 ウ{高 い/商 くない}

工,万 人 オ`高 い/高 くない}

2.男 性の翌録者数が増えた理匹1は何ですゐ㌔
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)派 遣仕貝の方が収入が多い。

)毎 日、朝から晩まで会社にいなくてもよい。

)臼 分にとってつまらない仕事はしなくて もよい.

)会 祉をやめた60罎 以上の男性の希望者が増えた。

)金 社をやめさせられた人が増え、仕事をさが している。

)派 遣染蝋 のほうが楽 しく仕事ができる。

3,質 問 に答 えま しよ う。

(1)派 遣社鼓 は、男憧 も女性 も、同 じよ うに増 えて きたのですか。
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